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新年あけましておめでとうございます。昨年はインフルエンザや風邪の流行

が例年以上に早かった印象がありますが、みなさま体調を崩されてはいませ

んか？寒さが厳しくなるこの時期は、手洗い・うがいに加え、十分な睡眠と栄

養バランスのとれた食事を心がけ、免疫力を高めましょう。冬休み明けは生活

リズムが乱れやすいので、規則正しい生活習慣を意識して、元気に新学期をス

タートさせましょう！ 

 

 

【１月保健行事予定】 

日 曜日 項目 時間 小学部 中学部 

９ 金 身体測定 9:30～  全学年 

13 火 身体測定 9:00～ 小学部３・４年生  

14 水 健康相談 9:15～ 該当者 該当者 

15 木 身体測定 9:00～ 小学部２・５年生  

16 金 身体測定 9:00～ 小学部１・６年生  

 

【２月保健行事予定】 

日 曜日 項目 時間 小学部 中学部 

４ 水 健康相談 9:15～ 該当者 該当者 

 

 

健康相談について 

本校では小学部 1 年生・中学部 1 年生・転入生を対象に健康相談を実施していますが、３月につきまして

は、他学年の相談者も受け付けております。発達で気になることや、服薬状況、精神的な不安定等、御相談し

たいことがある方は、連絡帳にてお知らせください。 

☆令和８年３月４日(水)9：15～午前中（1 枠 20 分） 

 

保健関係提出書類について 

 令和８年度 進級用保健関係書類について（該当者のみ）— 令和７年 12 月 19日(金)に該当の御家庭

に対し、主治医意見書・学校生活管理指導表・緊急時与薬依頼書の用紙を配布しております。提出期限は令

和８年２月 13 日(金)までとなりますので、御提出をお願いいたします。提出期限に間に合わない場合は、

連絡帳等でお知らせください。 

 

学校感染症について 

昨年は10月上旬からインフルエンザが流行しましたが、1月以降も感染症が流行しやすくなる時期です。

感染症にかからない、感染を広げないためにも、こまめな手洗い、消毒、咳エチケット等の基本的な感染防

止対策を心がけてください。 

○ こまめな手洗い、消毒 ○ 着用が効果的な場面でのマスク着用 ○ 休養、栄養・水分補給 

○ 咳エチケット ○ 適度な室内加湿・換気 ○ ワクチン接種（かかりつけ医と相談）  

また学校感染症罹患後の登校再開時には「学校感染症による欠席届（兼再登校届）」の提出が必要となりま

す。本校のホームページから印刷できます。                    裏面も御覧ください

【今月の保健目標】  

かぜをひかないように気
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12 月は溶連菌感染症に罹患したお子様が複数いらっしゃいました。体調不良の際は早めに医療機関を受

診してくださいますようお願いします。 
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お子様の体調不良のため保護者         

の方にお迎えをお願いすることが 

多いのですが、保健室に来室された

保護者の方から「病院で薬をもらっても、飲むのに毎回苦労していて・・他の方はどうされて

いますか？」という御相談を受けることがあります。 

薬を内服するにあたり、ゼリーやアイスクリーム、ヨーグルト等の服薬補助食品を使われているケースを多く

聞きますが、薬と食品の組み合わせによっては薬のコーティングがはがれて苦味を強く感じたり、薬効が低下す

ることがあります。探してみたら、一般的に処方されやすい内服薬(粉)と食品の組み合わせについて分かりやす

くまとめられたホームページを見つけました。 

  粉薬と服薬補助食品の組み合わせ 国立成育医療研究センター   

で検索していただけますと、詳細が掲載されています。 

 病院受診時に医師に、「錠剤が飲めない」「粉薬が苦手」等、お子様が苦手な薬の形状についてお伝えいた

だけますと、処方薬を考慮してくれることがあります。また薬局でも、薬剤師さんが飲みやすい薬の形状や

組み合わせてもよい食品について相談にのってくれることがありますので、薬のお困りごとはぜひ医師・薬

剤師とも共有されることをお勧めします。 

 なお内服薬は、できれば水で内服できることが一番良いです。水なら薬効の変化を心配する必要がありま

せん。また災害時は停電し物流も混乱する中で、冷凍・冷蔵物のアイスクリームやヨーグルトは入手困難に

なることが予想されます。薬が手元にあったとしても内服できなければさらに困難な状況になってしまい

かねないので、災害時対策の一つとして、少しずつ水で薬を内服する練習ができるとよいかと思います。 

お子様の薬の飲ませ方でお困りの方へ  

参考になりそうなホームページを見つけました。 


